
VOL.23 NO.9 CHEMOTHERAPY 3129

泌 尿器科領域におけ るPipemidic acid trihydrateの 検討

松岡 啓 ・江藤耕作

久留米大学医学部泌尿器科学教室
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緒 言

急速 な化学療法の進歩 と普及 とに相 まって,我 々臨床

医がます ます困窮 してい るものに,緑 膿 菌感染 と多剤耐

性化菌による感染があ る。それに加 えて,尿 路感染症 に

おいては2次 的な複雑性尿路感 染症 も相伴 い,そ の薬剤

選択に多 くの課題が残 されている1)。今回他の 抗生剤 と

交叉耐性 を示 さず,緑 膿 菌を含 むほ とん どすべ てのグラ

ム陰性 菌に抗菌スペ ク トラムを有す るPipemidic acid

(以下,PPAと 略す)の 提供を,大 日本製薬か ら受けた

ので,主 に複雑性尿路感染症に使用 し,そ の臨床効 果に

つ き検討 したので報告す る。

抗 菌 力

PPAの 最小発育阻止濃度を観察す る目的で,現 在 多

用 され ているPiromidic acid(以 下,PAと 略す)と 比

較 して測定 した。なお,測 定は,尿 路感染症患者 か ら分

離 した28株 に ついて,日 本化学療 法学会 基準 に従 い,

BHI寒 天培地を用いた 平板希釈法に よ り行ない,こ の

うち13株 は,PPAだ けの測定で,残 りの15株 につ き

2剤 の同時測定を行な った。分離株数が少ないので,2

剤の比 較検 討はさしひかえ るが,複 雑性尿路感 染症症 例

で,以 前 か ら多種化学療法 剤大量投与 の影響 もあ り,高

度MICの 増加が 目立 ってい る(Fig.1,Table 1)。

Fig. 1 Cross sensitivity of PPA and PA

MIC (ƒÊg/m1)

Table 1 MIC of PPA and PA (ƒÊg/ml)
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臨 床 的 検 討

1.投 与対象

昭和49年10月 下旬か ら50年4月 下旬に わた り当科

を訪問 した外 来お よび入院患者の うち尿 路感 染症 を有す

る21例 を対象 とした。 その内訳は,男 子8例,女 子13

例で,年 齢は22～84才 までであ る。

疾患別内訳は,複 雑性尿路感染症17例(慢 性 膀 胱炎

15例,慢 性 全尿路炎1例,慢 性 腎孟 腎炎1例),単 純性

尿路感染症4例(急 性膀胱 炎3例,慢 性膀胱 炎1例)で

あ った(Table 2)。

2.　 投与量お よび投与法

1日 総投与量750mg(125 mg錠2錠,3回)4例,

1,000mg(125 mg錠2錠,4回)10例,1,500 mg

(250mg錠2錠,3回)4例,2,000 mg(500 mg錠1

錠,4回)3例 で,6～8時 間 ごとに内服 させた。

投与期間は,最 短%日 か ら最長28日 間 とした。

最小総投与量は0.5gで,最 大総投与量は42gで あ

った。

3. 効果判定基準

自覚症状 と尿所見(尿 中 白血球,細 菌)に ついて,両

方 消失 した もの を 著効,ど ち らかい っぽ うの 消失を有

効,い ずれ の改善 も認め なか った ものを無効 とした。

4.臨 床成績

21例 につ いての臨床成績 は,Table 2,4に 示す とお り,

著 効8例,有 効4例,無 効9例 で,有 効率57.1%で あ

った。 起炎菌別効果で は,E. coli 14例 中9例 有効で

有効 率64.3%で,そ の他についてはTable 3に 示す と

お りであ る。 炎症別では,複 雑性炎症が 主体で,17例

中8例 有効で有効率47%,単 純性炎症は4例 中4例 とも

に著効であ った。各症例か らの検出菌 の薬剤感受性検査

(栄研3濃 度 ディスク法)の 結果は,Table 5に 示す と

お りであ る。

5.副 作用

本剤投与全症例 につ き,投 与前 ・中・後 のRBC, Hb.,

WBC, GOT, GPT, Al-P, BUN, creatiRiReを 検

索 した。全例投与量の多少に関係な く測定値 に著変を認

め得なか った(Table 6)。 また,自 覚的な もの として,

21例 中発疹 および全身廣痒感を訴えた もの1例 で,投 薬

中止 し,自 然 に消失 してい る。 また,消 化器症状 出現例

が1例 に認め られたが,こ れは投薬を中止す るに至 らな

か った.

考 案

化学療法剤 であるPA,NAは,尿 路感染症に多用 され

てお り,そ の耐性菌 出現 も増加 しつつあ る2)。PPAは,

PAの 誘導体 の1つ で あ り,主 として グラム陰性菌 に有

効であ り,抗 生剤 との 間に 交 叉 耐 性 を 示 さず,PA,

NA耐 性菌 に も有効である とされ てい る。経 口投与 で消

化管 か らよく吸収 され,体 内でほ とん ど代謝 されず,活

性型 での尿 中排泄 も良い。 また,そ の副作用はほ とんど

ない といわれ ている3)。我 々は主に 複雑性尿路感染症 に

対 してPPA投 与を行ない,有 効 率は複雑性の ものに限

定 す ると47%で あった。我 々の症例では,本 剤投与 以前

か ら,各 種抗生剤,化 学療法剤を投与 していた ものがほ

とん どで,基 礎 疾患 として尿道狭窄 のために ブジー療法

Table 2 Clinical results

Table 3 Results classified by organism
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Table 5 Disc sensibility test

Table 6 Laboratory findings
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施行中の ものや,両 腎結石を有す る ものなどが あ り,そ

れ らを考慮 に 入れ ると有効率47%は かな りの 成績を得

た もの と思 う。 また,経 口投与であるので,外 来で簡単

に投与で き,抗 菌スペ ク トラム も広 く,尿 路感染症治

療にfirst choiceと して試みていい もの と考え る。

結 語

Pipemidic acidを 外来お よび入院中の主 に複雑性 尿

路感染症症例 に対 し投与 し,以 下 の成 績を得た。

1) 複雑性尿路感染症17例 中,著 効4例,有 効4例,

無 効9例 で有効率47%で あ った。 また,全 体有効率は

57.1%で あった。

2) 副作用 について,自 覚症状 として発 疹,全 身掻痒

感 を訴えた もの1例,消 化器症状1例 を認 めたが,他 覚

的 には,肝,腎 機能 お よび血液一般検査 で著変 を認 めて

いない。
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Pipemidic acid was administered to 21 cases of complicated and simple urinary tract infections. 

Clinical results were excellent in 8 cases, good in 4 cases and poor in 9 cases with the rate of 

efficacy of 57. 1 %. 

Subjective symptoms observed as side effects were exanthema in 1 case and gastrointestinal distur-

bance in 1 case. No significant adverse reaction was observed in clinical laboratory findings of hemo-

gram, and the tests on renal and hepatic functions.


